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はじめに 

 

区自治協議会は、平成 19 年の政令市移行に伴う区制施行に合わせ設置されて以

来、「協働の要」として、多種多様な地域課題の解決に向けたさまざまな取組を重ね

てきました。 

本資料は、第 8 期の各区自治協議会が、どのような地域課題に対して、どのよう

に考え取組を展開してきたか、またその取組の結果・成果・課題などについて記録

し次期以降へと引継ぐことで、今後の区自治協議会のさらなる活性化へと繋げるこ

とを目的に作成したものです。 

地域の特性・事情に応じた各区の工夫した取組が記録されていますので、これから

の区自治協議会委員におかれましては、自らの区はもちろん、他区の取組についても

ご一読いただき、今後の地域活動の一助にしていただきたいと思います。 

また、巻末には、区自治協議会の活動・運営における課題について、全委員を対象

に実施したアンケート結果と、その解決に向けた各区自治協議会の意見交換概要を掲

載しましたので、こちらもご参照いただき、今後の活動に際して参考にしていただき

たいと思います。 

結びとなりますが、区自治協議会委員として、住民自治の推進にご尽力いただいた

今期 250 余名の委員の皆さまに、会長会議を代表して感謝を申し上げます。 

 

新潟市区⾃治協議会会⻑会議 

座⻑ 後藤 岩奈
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秋葉区自治協議会（第８期）を振り返って 

 

秋葉区自治協議会会長 金子 洋二 

 

 

１ はじめに 
  第 8 期の秋葉区自治協議会は 1 号委員 11 名、2 号委員 10 名、3 号委員 8 名

の計 29 名体制で活動を行ってきました。3 号委員の内公募委員が 4 名いること、

子育て世代の女性委員が複数名いること、4 つの常設部会に加えて 2 つの特別部

会（後述）を設け、それぞれ連携し合いながら特色ある活動を展開してきたことな

どが特徴として挙げられます。また、委員には部会毎に色違いのアキハスムプロジ

ェクト・オリジナルポロシャツが支給され、会議や活動の際はユニフォームのよう

な感覚で着用を励行するなど、一体感のある組織運営を重視してきました。結果と

して個々のモチベーションとチーム力が共に高い組織作りができたものと考えま

す。 

第 8 期秋葉区自治協議会では、前期まで積み上げられてきた成果の上に立ち、自

らの役割として以下の 3 点を掲げて活動を進めてきました。 

 

 市町村合併により生じた市民自治における意思決定のギャップを埋める。 

 政治的中立の立場から、市政・区政に対して言うべきことを言い、やるべきこと

をやる。 

 秋葉区住民の知恵を集め、未来を拓く実験を先駆的に行う。 

 

前期に引き続き「議論と行動」を基本方針に掲げ、活発な議論と地域内での活動

を通して住民が主体となった秋葉区のまちづくりに貢献ができたものと考えてい

ます。 

 

 

２ 取組内容・成果・課題 
(1) 全体会について 

ア 定例会議 

  毎月の定例会議では常に活発に意見が交わされ、議事が予定した時間内に収

まらないほど白熱することがしばしばありました。感染症流行への対策として

オンラインでの参加を可能にしたり、ワークショップによる意見集約を積極的

に取り入れたりするなど、一人ひとりの声が見える会議の運営を心がけました。
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また、これまで通り年に数回は各地区のコミュニティセンターを巡回する形で

会議を行うことにより、秋葉区の多様な資源や地区毎の取組を意識した議論に

つなげることができました。 

 

イ 委員研修会 

  令和 3 年度の委員研修会では、次期区ビジョンおよびまちづくり計画策定に

向けたワークショップを行いました。直前に実施した「秋葉区の暮らしやすさ

に関する意識調査」の結果を踏まえ、区民ニーズを反映した有意義な意見交換

を行うことができました。令和 4 年度は、変化が著しい時代に持続可能なまち

づくりを進める上で必要となる「地域経営」の考え方を学ぶセミナーを開催し

ました。また、次年度の特色ある区づくり予算事業の編成のために、ワークシ

ョップ形式での意見集約を行いました。 

 

(2) 部会・提案事業について 

ア 第 1部会 

  第 1 部会は、環境、産業、観光、商店街の活性化を所管する部会です。 

  これらをテーマとしたまちづくりを推進するため、前期に引き続き「きらめ

きサポートプロジェクト」を行いました。住民からの具体的な事業提案を公募

して官民協働で実施することにより、地域の人財を発掘するとともに活動の進

化をサポートしてきました。第 8 期では 8 つの事業を採択・実施しました。 

  

イ 第 2部会 

  第 2 部会は、防犯・防災、健康、福祉、住環境を所管する部会です。 

  第 8 期ではモデル地区での生活交通支援事業と小中学生向け防災手帳の作

成、防災講演会の開催に取り組みました。 

 

ウ 第 3部会 

  第 3 部会は、前期に実施した「あきは子ども大学」の後継事業として、成人

向けに秋葉区の魅力を体感するプログラムを盛り込んだ「Akiha おとな大学」

を実施しました。 

   

エ 広報部会 

  広報部会は、上記 3 つの部会を横断的につなぎ、区自治協議会の活動と秋葉

区の魅力を発信することを担う部会です。具体的な取組としては、地域に根差

したコミュニティＦＭを活用し、毎月第 2 水曜日（再放送第 2 土曜日）の広報

番組「あきはくはつものがたり」の制作と委員自らの出演、2 年間で 600 本

のスポットＣＭの放送を行いました。 

  また、秋葉区自治協議会かわら版「あきはくはつものがたり」を編集・発行
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しました。 

   

オ 幸福度調査部会（特別部会） 

  秋葉区の地域資源とまちづくりの課題を明確にし、区自治協議会の活動や区

政への反映を目的とした「秋葉区の暮らしやすさに関する意識調査」を行うた

め、部会横断的に有志を募って特別部会を設けました。調査は 2021 年 8 月

～10 月にかけて行われ、15 才以上の区民から無作為抽出により千件以上の回

答を得ました。結果は区役所のホームページで公開するとともに、そこから得

られた成果から新潟市長および秋葉区長への提言をまとめて提出しました。さ

らには、次期区ビジョンや特色ある区づくり予算事業編成のための基礎資料と

しても活用しました。 

 

カ ひな・お宝めぐり部会（特別部会） 

  前期まで「きらめきサポートプロジェクト」の一環として小須戸コミュニテ

ィ協議会エリアおよび新津中央コミュニティ協議会エリアで実施していた「ひ

なとお宝めぐり」を拡大発展させ、区内の全地区を対象としたイベントとして

実施しました。開催に向けて多くの個人・団体からの参画を得て、秋葉区民の

一体感を醸成し、大盛況の内に終えることができました。 

 

以上に記載の通り、秋葉区自治協議会では各部会が連携し合いながら役割分担

をし、明確な目標の下に活発な活動を展開してきました。各々の事業の具体的な

成果・課題等については、添付の事業評価書を参照ください。 

 

 

３ おわりに 
まちづくりに必要なものは、明確なビジョンの共有とそれに基づく正確な課題の

把握、さらには高いモチベーションに支えられた行動力であると考えています。変

化が早く不安要素の多い時代だからこそ、こうした筋の通った考え方と柔軟な思

考・議論の両立が必要であり、それが機能する組織作りが求められています。今期

の秋葉区自治協議会においては、まだ小さな課題は多々あるものの、概ね機能的な

組織づくりと区民ニーズに沿った事業展開が図れたものと評価しています。 

感染禍の中においても活発な議論とコミュニケーションを重視し、「秋葉区の暮

らしやすさに関する意識調査」「秋葉区ひな・お宝めぐり」といった特別なプロジェ

クトを実現できたことも大きな成果です。今後はこうした取組を通して生まれたつ

ながりを継承するとともに、区内ひとつひとつの地区との連携を強め、行政と自律

的な個々の地区、さらに自由な区民の活動を扇の要としてつなぎ、「議論と行動」を

通して秋葉区全体のまちづくりのプラットフォームとしての役割を果たせるよう

な組織に進化していくことを標榜したいと思います。 
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（次頁に続く） 

令和 3年度 
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（※令和 4 年度 秋葉区事業評価書は令和 5 年 3 月中に確定） 
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（仮称）各区自治協議会の活動・運営における課題解決に 
関する情報共有について（第 8期から第 9期へ） 

 
第 8期新潟市自治協議会会長会議 

 
１ 「区自治協議会の活動・運営に関するアンケート」について 

 （１）概要 

   区自治協議会の活動・運営に関して、第 8 期委員が感じている課題を把握

し、より良い協働の仕組みづくりに役立てることを目的に、令和４年度に実施

したものです。（以下、委員アンケートとする。） 

 

 （２）集計結果について 

   ア 回答数 

    8 区合計 189 名/251 名 （回収率 75.2%） 

 

   イ 設問 1：活動や運営における課題（3つ選択） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

    ・回答数の多い上位 3 項目と 4 位以下で大きな差がつきました。 

 

   ウ 各項目に関連する主な意見（自由記載欄より抜粋・要約） 

    自治協議会の認知度向上 【97 票】 

    ・民間事業者や NPO、多様な主体との連携強化が認知度向上につながる。 

    ・ワークショップをはじめ、地域に根付いた活動を継続することが、市民

からの理解や賛同につながる。 

1 位 

2 位（同数） 

2 位（同数） 

4 位 

5 位 

 

 

 

 
 
 
 
 

回答数
97
83
83
55
49
47
46
40
36
18
7
6

567

未回答
計

課題

民間事業者やNPO等との連携
全体会や部会の運営方法
発言のしやすさ
その他

住民の意見・ニーズの把握方法
地域課題の解決に向けた検討や話し合いの技術
委員としてのスキルアップ
各コミ協との情報共有・連携
委員間における地域課題の共有

自治協議会の認知度向上
幅広い年代の委員の確保
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    幅広い年代の委員の確保  【83 票】 

    ・年代に偏りがあるので、年代別に委員数を設定してはどうか。 

    ・委員や年代が固定化され、新しいアイデアや取組が出にくい。 

    ・年代のみならず、幅広い職種・経験を有する方の選出が必要。 

 

    住民の意見・ニーズの把握方法 【83 票】 

    ・協議内容が地域課題の解決にどれだけ反映されたのか可視化しにくく、

検討するべき内容や成果を把握しづらい。 

    ・一部会の所管分野が広範囲にわたっており、地域課題を絞りづらい。 

    ・自治協議会から地域コミュニティ協議会へと個々の地域団体との関係性

構築による情報収集・提供しやすい環境づくりに取り組む必要がある。 

 

    地域課題の解決に向けた検討や話し合いの技術 【55 票】 

    ・提案を行う際はグループワークを盛り込めれば議論の密度が高くなる。 

    ・行政からの連絡、市政方針などに関する報告が多く、地域課題への理解

を深める時間が少ない。 

 

    委員としてのスキルアップ 【49 票】 

    ・就任初期に自治基本条例、自治協議会条例、市の事業内容・予算・財政

状況について研修で理解を深めることが必要。 

    ・委員研修やスキルアップにつながる機会が少ない。 

    ・諮問への対応や市・区への建議を行うために、相応の知識・思考力が必

要。 

 

    その他の項目に関連する主な意見 

    ・地域課題の共有以前に、各地域や活動状況など現状共有が不十分なので

はないか。そもそも「課題」の定義も捉え方が人それぞれであるため、

共通認識が作りづらい。 

    ・自治挙はより広範囲に区・市全域に関連する規模の事業に取り組むべき

である。それには自治協だけでなく、地域の事業者や NPO など民間と

の連携が必須かと考える。 

    ・区内の産官学体など区づくりに参考となる特色ある業態の情報や仕組み

について、話を聞く機会を設けることで新たなアイデアに活かせるので

はないか。 

    ・Zoom や LINE などのツールを活用し、対面で集まらなくても遠隔で気

軽に話し合える手法を取り入れていくべきではないか。 
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   エ 設問 2：課題解決に向けて必要な改善・取り組みの方向性（1 つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・回答数 1 位が突出し、2 位以下は大きな差がつきませんでした。 

 

   オ 各項目に関連する主な意見（自由記載欄より抜粋・要約） 

    地域課題や住民ニーズの把握力強化に向けた取り組み 【73 票】 

    ・地域課題や住民ニーズの把握に取り組むための施策の 1 つとして、広

報・発信力強化に向けた取り組みがあるのではないか。この 2 つを両輪

で進めていくことも重要ではないか。 

    ・学術機関や民間・NPO 等との連携を通じて、アンケートやデータ分析方

法の専門性や技術を高める。 

    ・各々の出身母体と密に連携を図り、委員がパイプ役となって議論等を持

ち帰り地域の声を集約したうえで報告する役割の徹底が必要。 

    ・自治協議会全体で捉えている地域課題と各委員が日頃感じている地域課 

     のギャップを埋める努力がニーズ把握につながると感じている。 

    ・ワークショップの積極的な導入など、委員間の情報共有、コミュニケー

ション作りの見直しを図る。 

 

    広報・発信力強化に向けた取り組み 【30 票】 

    ・Twitter、Instagram、ブログ等の SNS 媒体をもっと活用するべき。 

    ・地域の祭りやイベントなどに自治協議会として参加する機会を増やし、

人との交流・つながりをつくる。 

    ・アンケート調査を通じて存在をアピールできると考える。 

 

    全体会や部会の運営力強化に向けた取り組み 【28 票】 

    ・報告事項が多く、従来の目的である審議事項が少ないので、提案しやす

い会議運営への改善が必要。 

 

1 位 

2 位 

3 位 

4 位 

5 位 

 

回答数
73
30
28
26
23
6
3

189

自治協提案事業などの企画力強化に向けた取り組み
その他
未回答

改善・取り組み
地域課題や住民ニーズの把握力強化に向けた取り組み
広報・発信力強化に向けた取り組み
全体会や部会の運営力強化に向けた取り組み
地域団体等との連携強化に向けた取り組み
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    ・全体会で意見を言いづらいように感じるため、ワークショップを増やす

など、ざっくばらんに意見を言い合えるような雰囲気づくりが大切だと

思う。 

    ・幅広い年代の確保、特に若い人材を増やすためには、開催時間の変更や

オンライン等での新たな運営手法について、検討していく必要がある。 

 

    地域団体等との連携強化に向けた取り組み 【26 票】 

    ・テーマを 1 つ決め、各種地域団体からプロポーザル方式で企画提案をし

てもらい、地域交流事業を行う。 

    ・社会福祉協議会、公民館等の機関や各種団体が協働して事業を行えば、

市民にとって利便性の向上につながると考える。そのために、自治協議

会がパイプ役となり、相互理解・情報共有に努めながら連携を強化して

いくことが重要である。 

    ・地域団体は明確な目的を持っている。目的を擦り合わせながら、各団体

が得意分野を活かせるように、自治協議会が学校や PTA、NPO、ボラ

ンティア団体の活動を後押しする。 

 

    自治協提案事業などの企画力強化に向けた取り組み 【23 票】 

    ・事業提案に向けた意見交換・ワークショップ、他区の事例共有等の機会

を増やす。 

    ・委員は企画力や行動力に弱さを感じる。課題の具体化時点から必要に応

じて民間事業者や NPO と一緒に意見交換等を行えば、問題の掘り出し

から活動の速度も上がるように思える。 

    ・企画をするうえで、地域課題やニーズを分析する「調査の期間」と解決

へ向けた事業を実施する「行動の期間」を設けシステム的に取り組む。 

 

 

2 区自治協議会の課題に関する部会検討について 

 事務局からの提案事項（区民アンケート）や、委員アンケートで課題意識が高か

った項目、区の実情に応じた検討すべき課題について、部会単位で検討・意見交換

を令和 4 年度に実施しました。 

 実際に活動等に取り入れていくかどうかについては第 9 期委員の考えも必要にな

るため、検討は「決定」するのではなく「意見交換」の形式で行い、第 8 期委員か

らいただいた多様な意見を第 9 期委員に引継ぐこと目的に、次項より、各区の意見

交換概要として本資料に掲載するものです。  



92 
 

（※秋葉区自治協議会の意見交換概要は令和 5 年 3 月中に確定） 

  


